
１ 児童生徒が、ネットに接続する環境（学校）で「マスターフォルダ」内の「家庭学

習」をクリックする。 

２ 児童生徒が、学校コードを入力する。＊学校コードは個票に印刷されています 

  ・学校コードの入力は初回のみ。以後、省略されます 

  ・学校コードの入力作業を行ったタブレット以外での使用・動作は補償されません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ ｅライブラリのＩＤとパスワードを入力します。 

  ・家庭学習用に職員用のＩＤはありません 

  ・練習用を希望する場合は、児童生徒のＩＤをダミーで追加登録してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 家庭学習用の初期画面が表示されます。 

  児童生徒は、先生の指示で教材をダウンロードします。（学校で行います。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 教材をダウンロードする教科を選択します。（学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６ 通常は「一括ダウロード」で単元すべての問題・教材をダウンロードします。 

  ダウンロードが終了すると「学習をする」が選択できるようになります。（学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ｅライブラリをオフラインで利用する際に必要な設定は以上です。 

〇ダウンロードした教材は、タブレットがあればいつでもどこでも利用できます。 

〇新たに教材をダウンロードする時は、学校で行います。 

〇家庭学習後に学校でネットに接続すると「成績の提出」が自動で実行されます。 



※家庭で利用するとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 「学習メニュー」には「ドリル（単元学習）」と「解説教材」があります。 

 

   〇単元の学習に自信がある場合は「ドリル（単元学習）」を選択します 

   〇初めて学習する内容は「解説教材」→「ドリル（単元学習）」の順に選択します 

   〇「ドリル（単元学習）」の採点後に「解説教材」を選択してもかまいません。 

 

 

【教科・単元選択画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ドリル選択画面】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・一つの教材について基本５問、標準５問、挑戦５問、計１５問用意されています 

 ・回答結果は自動再点され記録されます 

 ・回答を中断することも、同じ教材に何度も挑戦することもできます 

 

【ドリル学習の例】 

 

 

 

 


